
（ 1 ） 市 報 た か は き (5月号）

lll1111ⅡⅡ1I11Inn｡･･-第158号
’

市報

墓月’
48々

市
’

発行と編集置蒋智嚥蕪
高萩市本町1－100（電話） 2250’

驚
蕊謎､､

;灘瀧…識 鰯 ;鱗鍵§ ﾘﾘ鰄雛識鐙繍溌

鍵鍵＃
守
蹄
酔
菅 篭謡

監鑿鎚 I

蕊

元気に遊ぶこどもたち (第一幼稚園前で写す）

ゞ

五
月

五
月
は
こ
ど
も
の
季
節
で
す
。

聞
え
て
き
ま
す
。

野
原
で
遊
ぶ
こ
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が

五
月
は
み
ど
り
の
季
節
で
す
。

鯉
の
ぼ
り
が
青
葉
の
世
界
を
の
び
の
び
と

お
よ
い
で
い
ま
す
。

晴
れ
渡
っ
た
五
月
の
大
空
に
は
、
円
を
画

フ
ジ
や
ア
ヤ
メ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花

い
て
ツ
バ
メ
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

ｂ
咲
き
ま
し
た
。

昭和49年茨城国体

よごすまい

この水 この山

この牢を

高萩市は準硬式野球の会場 貰
弾
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（2）ぎは市報 た か
(5月号）

一

｜
奉
唖
誕
姉
極
韮
載
誹
顕
心
室
錘

た
の
で
公
表
い
た
し
ま
す
．
次

四
十
七
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
か
た
が
た
で
す
（
敬
称
略
）

▽
村
田
猛
Ⅱ
春
日
町
▽
石
川
武

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
償
‐
本
町
▽
苔
綴
遮
蔽
‐
大
和

町
▽
神
長
豐
四
郎
、
宇
佐
美
善

子
Ⅱ
安
良
川
▽
神
長
吉
麿
Ｉ
高

新
任
者
は
活
動
中
浜
町
▽
佐
川
光
男
、
蚕
景
Ⅱ

有
明
町
▽
佐
久
間
一
二
、
上
遠

昭
和
四
十
七
年
度
市
政
モ
ニ
の
が
多
く
、
つ
い
で
教
育
関
係
野
長
政
Ⅱ
高
萩
▽
佐
川
真
一
、

タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
任
務
が
、
五
件
そ
の
他
と
な
っ
て
お
り
、
菱
沼
幸
子
Ⅱ
秋
山
▽
帷
名
俊
子

さ
る
三
月
で
終
り
、
四
月
か
ら
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
島
名
▽
関
一
孝
Ⅱ
赤
浜
▽
田
辺

新
し
い
モ
ニ
タ
ー
二
十
人
の
承
の
う
え
で
大
き
な
参
考
と
な
り
武
雄
Ⅱ
上
手
綱
▽
滝
里
江
Ⅱ
下

な
さ
ん
と
交
替
し
ま
し
た
。
長
ま
し
た
。
手
綱
▽
大
部
亨
克
Ⅱ
大
能
▽
金

い
間
ほ
ん
と
う
に
ご
苫
労
さ
ま
さ
る
三
月
二
十
四
日
、
中
央
沢
銭
久
Ⅱ
若
栗
▽
沼
田
富
美
穂

で
し
た
。
公
民
館
で
行
な
わ
れ
た
モ
ニ
タ
上
君
田

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
Ｉ
連
絡
会
議
に
は
鈴
木
市
長
が
な
お
、
四
十
八
年
度
の
市
政

民
の
悪
な
さ
ん
の
声
を
、
市
政
出
席
し
、
一
年
間
の
モ
ニ
タ
ー
モ
ニ
タ
ー
の
ゑ
な
さ
ん
は
、
先

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
設
け
ら
れ
活
動
に
感
謝
し
て
記
念
品
を
贈
に
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
中
か

ら
、
地
域
、
年
令
、
性
別
、
職

た
も
の
で
、
四
十
七
年
度
中
に
り
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
ま
た
、
任
期
中
の
市
政
モ
ニ
峠
碓
聿
惟
毫
聰
唖
虻
罐
岬
耐
で

せ
ら
れ
た
意
見
は
、
道
路
、
下
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
氏
名
は
、

行
な
わ
れ
た
第
一
回
市
政
モ
ニ

水
の
問
題
八
件
、
交
通
関
係
六
周
囲
の
影
響
を
受
け
て
重
荷
に
タ
ー
連
絡
会
議
で
委
嘱
さ
れ
、

件
ゞ
ご
み
や
公
害
の
問
題
四
件
な
ら
な
い
よ
う
公
開
し
ま
せ
ん
現
在
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い

と
生
活
環
境
の
整
備
を
望
む
も
で
し
た
が
、
三
月
で
終
り
ま
し
ま
す
。

ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ

は
、
と
も
す
れ
ば
自
己
中
心
主

市
民
の
声
を
市
政
に
生
か
し
に
道
路
、
下
水
な
ど
生
活
環
境
義
に
な
り
や
す
く
、
自
分
で
や

て
い
く
た
め
、
さ
る
四
十
六
年
整
備
、
医
療
教
育
施
設
に
対
す
っ
て
い
る
こ
と
に
満
足
し
が
ち

に
発
足
し
た
「
市
政
モ
｝
一
タ
ー
」
る
ご
意
見
な
ど
、
日
常
生
活
の
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
で

制
度
も
三
年
目
を
迎
え
、
数
多
中
か
ら
生
ず
る
多
く
の
問
題
点
は
進
歩
も
向
上
も
期
待
で
き
ま

く
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
ま
が
提
起
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
市
政
モ
ニ

い
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日
ご
ろ
わ
た
タ
ー
や
市
政
懇
談
会
で
寄
せ
ら

こ
れ
ら
市
民
の
声
を
通
し
て
く
し
ど
も
が
た
え
ず
「
市
民
の
れ
る
ご
意
見
は
、
わ
た
く
し
ど

感
ず
る
こ
と
は
、
市
民
の
ゑ
な
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
を
最
大
も
に
と
つ
て
貴
重
な
反
省
の
資

さ
ん
が
市
政
に
強
い
関
心
を
も
の
モ
ッ
ト
Ｉ
と
し
て
取
り
組
ん
料
で
あ
り
、
向
上
の
糧
（
か
て
）

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
、
こ
と
で
い
る
こ
と
が
、
Ｐ
Ｒ
の
不
足
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
数
多

》
一
一
一
一
啄
瀕
一
キ
ハ
珍
奴
鯵
盈
な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。
人
間

即
今
二
康
峻
趣
腱

か
ら
皆
さ
ん
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
ま
た
あ
ま
り

効
果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
こ
と

六人に記念品釜旱心、姉が計垂忌市報保存者

市
報
「
た
か
は
ぎ
」
は
．
昭
惠
ま
れ
な
い
人
に

和
三
十
年
九
月
十
日
発
行
の
創
○
高
萩
工
高
機
械
科
三
年
二
組

刊
号
「
高
萩
市
生
活
改
善
」
か
卒
業
生
三
、
二
四
八
円

ら
昨
年
八
月
二
十
五
日
発
行
ま
○
高
萩
工
高
電
気
科
三
年
一
組

卒
業
生
五
五
八
円

で
で
一
五
○
号
に
な
り
ま
し
た

市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
○
秋
山
中
（
元
）
一
年
三
組

六
二
五
円

創
刊
号
か
ら
第
一
五
○
号
ま
で
ひ
と
り
ず
ま
い
老
人
に

お
持
ち
の
か
た
、
ま
た
、
全
部
○
高
萩
電
報
電
話
局

は
な
い
が
百
号
以
上
保
存
し
て
ふ
と
ん
十
組

い
る
か
た
を
募
集
し
て
お
り
ま
中
央
公
民
館
図
書
費

し
た
。
そ
の
結
果
次
の
六
人
の
○
高
萩
市
青
年
会
議
所

か
た
が
保
存
さ
れ
て
お
り
ま
し
六
九
、
○
○
○
円

た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
○
石
井
満
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

贈
り
ま
し
た
。

（
故
父
誠
造
さ
ん
の
遺
志
に
よ

○
全
号
保
存
者
り
）
五
○
、
○
○
○
円

下
村
欽
一
さ
ん
（
大
和
町
）

苗
木
の
寄
贈

樫
村
一
三
さ
ん
（
安
良
川
）

下
村
ま
す
子
さ
ん
（
春
日
町
）
○
佐
藤
園
芸
Ⅱ
東
本
町
高
浜

グ
ラ
ン
ド
の
機
関
車
周
囲
に

○
百
号
以
上
保
存
者

箕
川
勝
さ
ん
（
東
本
町
）
ド
ラ
セ
ナ
三
十
二
本

関
口
勇
雄
さ
ん
（
萩
ケ
丘
）
本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申

木
田
恒
夫
さ
ん
（
有
明
町
）
し
上
げ
ま
す
。

１
１

い
ご
意
見
に
接
す
る
た
び
ご
と
決
で
き
な
い
問
題
も
多
い
わ

に
、
市
政
に
関
す
る
関
心
と
期
け
で
す
が
、
市
民
共
通
の
課
題

侍
に
こ
た
え
て
い
く
責
任
の
童
と
し
て
、
い
つ
の
時
期
に
ど
う

さ
を
、
あ
ら
た
め
て
痛
感
さ
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
真

ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
剣
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら

「
明
る
く
住
朶
よ
い
ま
ち
づ
く
な
い
問
題
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ

り
」
は
、
わ
た
く
し
ど
も
市
政
と
に
対
し
、
皆
さ
ん
の
理
解
と

を
担
当
す
る
者
だ
け
の
自
己
満
協
力
を
得
な
が
ら
、
計
画
性
を

足
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
も
っ
て
積
極
的
に
解
決
し
な
け

ま
せ
ん
し
、
市
民
の
難
な
さ
ん
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

に
そ
の
効
果
を
実
感
と
し
て
感
新
し
い
年
度
を
迎
え
「
市
民

じ
と
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
で
の
た
め
の
市
政
」
の
前
進
の
た

な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
め
、
大
い
に
が
ん
ば
っ
て
取
り

す
。
ふ
だ
ん
寄
せ
ら
れ
る
要
望
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

や
意
見
の
中
に
は
、
す
ぐ
に
解
す
。

し
ず
も
『
ｒ
・
ロ
Ⅱ
Ｉ
Ｆ
■
■

斡
焦
着
勢
圏
逢

■

“

が

知

■

争

い

七

．

叩

塀

認

識

輔

郡

織

恥
エ
古
蝿
ぶ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
寒

溌
窯
灘
隣

シ
ー
ズ
ン
ま
で
引
込
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
晴
れ
た
日
を
選

ん
で
、
き
ち
ん
と
手
入
れ
を
し

て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
次
の
シ
ー
ズ
ン
ま

で
に
は
四
’
五
カ
月
あ
り
ま
す

か
ら
、
手
入
れ
は
し
っ
か
り
や

っ
て
お
か
な
い
と
、
着
る
と
き

に
な
っ
て
取
り
出
し
て
ぶ
て
、

あ
つ
と
お
ど
ろ
く
こ
と
の
な
い

よ
う
に
。
化
繊
・
綿
毛
・
混
紡

と
い
っ
た
衣
類
の
多
様
化
に
合

わ
せ
て
仕
末
を
。

庭
先
に
は
、
み
ど
り
の
小
さ

な
生
命
が
伸
び
は
じ
酌
ま
し
た

い
と
お
し
む
の
は
今
の
う
ち
。

雑
草
は
あ
ま
り
強
く
根
を
張

ら
な
い
う
ち
に
仕
ま
つ
し
て
お

か
な
い
と
、
あ
と
で
手
に
お
え

な
く
な
り
ま
す
。
庭
の
草
と
り

な
ど
と
簡
単
に
い
い
ま
す
が
こ

れ
が
な
か
な
か
大
へ
ん
で
す
。

草
と
り
を
い
つ
。
へ
ん
に
や
っ

て
し
ま
お
う
と
す
る
の
は
無
理

で
す
。
本
来
で
す
と
、
ひ
と

雨
降
っ
た
翌
日
と
か
、
露
じ
め

り
の
残
っ
た
朝
の
う
ち
が
と
り

や
す
い
の
で
す
が
、
一
週
間
ぐ

ら
い
の
予
定
を
立
て
て
、
毎
日

少
し
ず
つ
と
る
よ
う
に
範
囲
を

き
め
て
進
め
て
い
く
の
が
い
い

よ
シ
フ
で
手
３
．
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(3) 市 報 た か は ぎ (5月号）

錘
一
蕊

『

一

割

軒

識

缶

》

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
初
日
の
四
月
六
日

高
萩
駅
前
で
、
市
長
を
は
じ
め
交
通
安
全
協
会
、

交
通
安
全
母
の
会
、
高
萩
警
察
署
が
い
っ
し
ょ
に

交
通
安
全
マ
ヅ
チ
を
く
ば
り
、
事
故
防
止
を
訴
え

ま
し
た
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

仏

篝
岬
掴
ｌ
癖
の
一
フ
ン
ド
セ
ル
カ
・
ハ
ー

脈
新
入
学
児
童
に
、
成
功
さ
せ
よ
う
茨
城
国
体
仙

州
の
文
字
と
、
国
体
マ
ー
ク
の
黄
色
の
交
通
安
全
咋

到
フ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

岬
通
学
に
な
れ
な
い
一
年
生
で
す
の
で
、
運
唯
ⅧＭ

伽
手
の
み
な
さ
ん
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
咋

凸

・

三

・

三

一

、

、

・

三

、

一

・

三

二

．

三

・

三

三

・

二

三

、

・

・

、

・

画

呈

二

．

『

一

二

三

、

二

・

・

釦

三

［

・

銭

蝋

…

三

三

』＝

＝

＝

＝

聟

秋山幼稚園

秋山小学校の三教室をかりて

69人の園児が毎日元気に通|副
､, 11‘I , . 111 ‘11 』 I ,. J 1 11 ､. 1 ‘， '' ' ‘.'

二

二

三

二

異

＝

三

が開設

4月20日開園しました。

"ています。
' 1 ･ F 卜 【 1 11 1 I l ･ 11 ., 】I J

1

｜

人
の
心
を
慰
め
て
く
れ
る

小
鳥
を
愛
し
保
護
し
よ
う

Ⅱ ’ L' ｲ ､ 」. Jj R 1 1 ｡ 』 『 J

言

含 松岡中体育館
弓 が完成
三

言 高萩、秋山中に続き
三

二三番目の体育館で、面
三

塁積は680平方メートル
三

萱 、窓のスペースも広く
言

＝明るい体育館です。
三

三
11 1【11....11 I『 ｡ 11111 . 11 , ' '1 . 11･『｣ ...1 』 E ･II1J ｣川L､,､11 1:. . 』 11

｜

川

一

寺

三

．

、

三

』

二

三

二

言

三

三

‐

直

言

二

・

▽

、

三

二

画

・

二

4 p ･ﾛ･q･･ ﾛﾛ Ⅱ qIN ･ P1, 』 ,.･ﾛﾛ ⅡD ，｡ hⅡ Ⅱ . .ⅡIｨ Ir H ､ 』 卜'4･ ' 1J､ , 』 bⅡ. IIqJI･ 1ﾖ ﾛﾛ ､II rI･ . 】】 I Ⅱ11:l ､ 1: 】Ⅱ. ･･1111 ･ F1Ⅱ， . 】『 .1....F｣､11 ' 11, H･ 11』41 , JI･'1.. LI1i . .1111.. $1, 1･･･,I ､Ⅱ.,･･'119

壷‘
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（4）市 報 た か は
÷､､

さ(5月号）

…唖の納税園

:蕊蕊’期
国民健康保険税 1期

に納期延長となりました。なお、市報た

かはぎ4月号に、固定資産税、都市計画

税の納期が4月になっていますがおわび

して訂正いたします。

農薬(PCP)が規制
使用のさいは届けを

農薬取締法に基づいて、水質汚洲性農

薬の使用が規制されています。特にPC

ことしは土地。家屋の

評価替えの年度です

ことしは、地方税法に定められている

基準年度といい､固定資産税の評価替え

の年度です。これにより改正されるおも

な点は次のとおりです。

○土地（宅地） ・…･ ･個人・法人の所有別

住宅用・工場や会ﾈtなどの非住宅用地

○厚生年金相談6月14日（水）午前10時

から午後2時まで市商工会館

厚生年金や国民年金の相談

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時か

ら3時研修会館家庭内の心配ごと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1時か

ら3時研修会館児童の心配ごと

日本赤十字運動に

ご協力ください

ことしも5月いっぱい、全国的に赤十

字社員増強運動が行なわれています。例

年のとおり募金をお願いするわけですが

年額300円以上を納めていただければな

れる「日赤社員」も募集しておりますの

で市民の象なさんのご理解とご協力をお

願いします。

この運動で集められた浄財は、恵まれ

ない人や、災害救助、血液事業などのた

めに使われます。

小児マヒ生ワクの投与
該当者は忘れずに

かわL ,いお子さんを恐しい小児マヒか

ら守るために、別表日程で経口ポリオワ

クチンの投与を行なし､ます。

該当者は昭和47年2月1日から同7月31

日 （2回目） 、 47年8月1日から48年1月31

日（1回目）までに生まれた乳幼児です。

投与を受ける日は、母子手張、問診票を

必ず持参し体温を忘れずに計ってきてく

ださい。

まだ投与を受けていない幼児は、当日

受付に申し出てください。

お問い合せは、市衛生課（電話2250内

線2.34番）へどうぞ。

P(PCPを含有する

製剤を含む）の水(陸）

田への使用は、水産動

植物に被害発生のおそ

れがあります。このた

め市内の水田全域を、

5月1日から自主規制地

域と定めましたので、

場合は、使用前7日ま

などにより、課税評価額

の算出基準の改正が行な

われました。このため今

回は、個人については住

宅用宅地、法人につ､､て

は非住宅用宅地として暫

定課税がされています｡

後日、宅地利用申告書を

PCPを使用する場合は、使用前7日ま

でに市農林課へ届け出をしてください。

使川届けの用紙は農業協同組合に置いて

あります。

なお、 PCI，の代替農薬としてば次の

ようなものがあります。

サターンSMO.スタム．ニツフ｡， マメ

ツト ．ロンスター ・ウナツクスM

料理教室へどうぞ

たのしみながら勉強できる料理教室は

毎月一回中央公民館で開いてますが、若

い奥さま方にたいへん好評です。ご婦人

の方でしたらどなたでも受講できますか

ら、気峰にご参加ください。

日時5月31B(木）午前10時～正午

内容季節の料理講師梅原令子先生

定員24人（先着順） 会費300円

締め切り 5月26日

中央公民館へ会費を添夕て申し込んで

ください。

送付しますので必ず申告してください

これにもとずいて、第2期分から昭

和48年度の固定資産税の確定課税をす

ることになります。

土地の評価額については、前年度に

くらべ平均2倍となりました。

○土地（農地）……評価替えは行なわれ

ますが、税の負担は昭和38年度の税額

を限度としてすえおかれます。

○家屋． .…･新築家屋については、新基準

により課税されることになり、現在ま

での基準より木造で1.6～1.7倍、非木

造で1.4～1.5倍の上昇率となりました

また、新基準で課税された場合の税

籠の激変をおさえるため、次のような

方法で行なわれます。

減価調整率表（新築分）

区驚度| ‘7 1 ‘8 1 ‘9 1 50 5Ⅲ
0"81 0841 1891 0"1100木造

非木造 0､891 09'' 0941 0971 10，
’

蕊溌溌
C一般市民相談毎日市民相談室

市政に対する苦情・要望・意見など

○行政相談6月71ヨ（木）午後1時から

3時まで市民相談室

国や県、市に対する苦情など

○交通尋|故相談 6月13日 （水）午前10

時から午後411Wまで中央公民館

交通郡敗專PI]の相談

○身の上相談 5月24日（木）午前'叩『

から午後3IRj:まで中央公民館

人椛役害、金銭貸借、相続、結婚、離

婚、土地建物の問題、その他法律問題

○免税点．．…･士地は15万円(現行8万円）

償却資産100万円(現行30万円)、家屋

は8万円（現行5万円）にそれぞれ引き

上げられました。

○48年度の固定資産税、都市計画税第1

期の納期は、地方税法の一部改正案の国

会通過が遅れたため、 4月納期が5月31日
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章 昭和48年4月1日現毛 削月比弓
菫 二
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二 三
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板川小学校

下君田小学校

上君田小学校
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大能公民館

中戸川公民館
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高浜町集会所

高萩保他所
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